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公開講演会 
 

イラク政治におけるサドル派の動向 
 

● 講  師 ● 

フアン・コール 
 

（ミシガン大学 教授） 
 

● 日  時 ● 

２００７年７月１７日（火） 午後５時～７時 

 

● 場  所 ● 

同志社大学 今出川校地 神学館３階 礼拝堂 

 
○お問い合わせ 

同志社大学一神教学際研究センター（CISMOR） 
TEL: 075-251-3972  E-mail: info@cismor.jp  HP: http://www.cismor.jp/ 



《プ ロ グ ラ ム》 
 

１）挨 拶   富田 健次（同志社大学神学研究科 教授） 

 

２）講 演   フアン・コール（ミシガン大学 教授） 

  「イラク政治におけるサドル派の動向」 

 

３）質疑応答 司 会 富田 健次 

 
 
 

《講 師 紹 介》 
 
 

Juan Cole（フアン・コール） 

ミシガン大学教授。カリフォルニア大学ロサンゼルス校で Ph.D.取得。中東・南アジア史の分野で著名な研究者

で、現在は北米中東学会の会長でもある。ブログ「Informed Comment」は現在のイラク状況についての最もす

ぐれた解説として注目されている。著作に “Napoleon's Egypt: Invading the Middle East” (New York: 

Palgrave Macmillan, Aug. 2007)、“Sacred Space and Holy War: The Politics, Culture and History of 

Shi ìte Islam” (London: I.B. Tauris, 2002) などがある。 

 

サドル派とは 

イラクのイスラム教シーア派の対米強硬派指導者ムクタダー・サドル師を支持するグループ。ムクサダー・サド

ル師は、シーア派の宗教指導者を輩出してきたサドル家の一員で、アメリカのイラク攻撃後その強硬な反米的な

姿勢で有名になった。彼に忠誠を誓うマフディー軍とともに、イラクにおいてその動静が注目されている。 


